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研究成果の概要（和文）：本家研究では、アクティブラーニングとしての反転授業に対して、基本的な学習モデ
ルの提案をおこなった。我々は、メタ認知が反転授業の学習に関わっていると考える。我々のモデルに基づき反
転授業の実践に取り組んだ。合わせて、反転授業の基本的な形式についてモデル化をおこなった。実践の分析よ
り、深い学びとしてメタ認知が活性化されることが示唆された。メタ認知の調査の結果、本研究では、反転授業
の深い学びの評価に関し成人のメタ認知指標の導入を提案する。メタ認知指標の運用において、一定の有用性が
あることがわかった。本研究では、反転授業における深い学びの評価の方法に関し、一つの提案をおこなうこと
ができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we proposed a basic learning model for flipped classroom as 
active learning.  It is assumed that metacognition is involved in the learning of flipped classroom.
  We worked on the practice of flipped classroom based on this model.  And we built a model in the 
basic form of the flipped classroom.  Analysis of practice suggests that metacognition is activated 
as deep learning.  As a result of the research on metacognition, this research proposes the 
introduction of adult metacognition scale for the evaluation of deep learning in the flipped 
classroom.  From the analysis of practice, it turned out that meta-cognition scale has a certain 
utility.  In this study, we proposed one method of evaluation of deep learning in the flipped 
classroom.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、新しい学力観において直観的に理解されている深い学びについて一定の知見を提供することができ
たものと考える。我々は深い学びをメタ認知活動として捉えることが可能であることを示した。メタ認知活動の
これまでの知見を活用することで、メタ認知の評価について、一定の見解を示すことができた。メタ認知の成人
指標を用いることで、メタ認知を計測することが可能なことを示した。また、反転授業の実践の支援のため、反
転授業の枠組みに対しモデルを示すことができた。反転授業の構成要素の整理と分析をおこなった。その結果、
反転授業の様式を示すことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中央教育審議会が出した 2つの答申「大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について」
（2002年）と「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的
に考える力を育成する大学へ～」（2012年）は、日本の高等教育機関に学習観の転換を迫った。
答申を受け、大学等では従来の講義形式による一方向的な知識伝達から、アクティブラーニン
グによる深い学びの学修の実質化が目指された。多くの教員は直観的に、知識伝達とは別の問
題解決能力の獲得や、学習戦略の獲得といった、知識伝達とは異なる学習の存在は理解してい
た。答申の実施に対し、深い学びと呼ばれる学習をどのように組み立て、授業の中に展開し、
評価すれば良いかについての理解が現場で進んでいたとは必ずしも言えない。2000年に以降、
日本の高等教育機関では、深い学びの学習理論や、メカニズム、評価手法に対する模索が始ま
った。 
高等教育機関の質転換の流れにより、アクティブラーニングが積極的に導入されることにな
った。一口にアクティブラーニングと言っても、具体的な手法は多様である。2010年以降，ア
クティブラーニングの一つの手法である反転授業に注目が集まった。反転授業は、北米から始
まり、ｅラーニングと対面授業を組み合わせたブレンド型学習の一種である。反転授業は、従
来対面授業による講義形式でおこなわれていた知識伝達を、ｅラーニングによる事前学習へ移
行させた点に特徴がある。対面授業では教師が、講義による知識伝達とは異なる、自由な形式
の授業展開が可能となった。知識定着を目指した、個別的な演習による復習や、プレゼンや討
議をおこなうことが可能になった。反転授業の実践から、学問の基盤の知識習得において一定
の効果があることが明らかになった。しかしながら、反転授業の深い学びに関する効果の検証
は十分とは言えない状況が続いている。反転授業における深い学びの存在は、授業を実践する
ことで、教師は強く感じることができるものの、客観的なデータとして取り出すには至ってい
ない。 

 
 
２．研究の目的 
アクティブラーニングが大学教育に導入されるに伴い、評価についての議論も活発になって
いる。知識伝達主体の教育において、学習成果は知識の理解を中心に、学習の内容を評価する
ことがおこなわれてきた。最近、アクティブラーニングについての研究は蓄積が進んでいるが、
結論が出るには至っていない。また、ｅラーニングの観点からデザイン等の検討が進んだとも
思われない。 
深い学びにおいて、学習は、学ぶことそのものを学ぶことになる。あるいは、学習に対する
主体性の獲得といったことになる。つまり、知識の獲得ではなく、学習スキルそのものの獲得
が学習となる。評価においては、態度等の変容として捉えことになるが、態度の変容等を定量
的に計測するのは困難が予測される。 
本研究では、まず、アクティブラーニングの形式の一種である反転授業を取り上げる。反転
授業における深い学びの効果を検証し、評価手法等の確立を目指す。また、反転授業のデザイ
ンについての見通しを立てることも目指す。反転授業のデザインの指標等を示すことで、反転
授業の実施において、支援になるものと考えるからである。 
具体的には、反転授業の学習モデルについての検討をおこなう。それにあわせ、反転授業の
効果の検証と、評価方法についての検討をおこなう。 
 
 
３．研究の方法 
反転授業における深い学びに関する基盤となる研究を目指して、我々は、深い学びのモデル
の構築、反転授業のデザインの検討、評価方法の検討、深い学びの評価等をおこなうこととし
た。 
まず、深い学びについてのモデル化をおこなう。深い学びという言葉は広く流布するように
なったが、その意味するものは明らかではない。深い学びの実体は曖昧であり、深い学びのデ
ザインや評価を検討する上で、深い学びについて一定のモデル化を図る必要がある。 
続いて、反転授業に関しても、モデル化をおこなう必要がある。反転授業のデザインは、定
式化されているようで、定式化されているわけではない。大枠が規定されているだけである。
反転授業による授業を計画する教員にとって、ガイドラインのようなものがなく、これまでの
事例を個別に調べることから始めることになる。実践を目指す教員にとって、効率が良いとは
いえない。そこで、反転授業のモデル化は必要と考える。 
さらに、深い学びについて、評価と評価方法の検討をおこなう。深い学びは、これまでの知
識伝達モデルに基づく教育とは異なる新しい学習の形であり、従来の評価手法をそのまま用い
ることができない。まず、我々の考える深い学びについて、その効果を検討し、我々の検討に
基づき評価の方法を開発することを目指す。 
なお、これらの研究を進める上で、重要なことは反転授業の実践を合わせて進めることであ
る。反転授業の実践に基づきモデル化や評価は進められるべきである。そこで、授業実践につ
いて、協力者を募り、幾つかの反転授業の実践に沿って研究を進める。 
 



４．研究成果 
 
（１）深い学びとメタ認知 
人間の認知活動に対する理解が深まるにつれ、一般的な認知活動とは別に、一般的な認知的
な活動に働きかける何らかの活動を設定する、イメージ的には認知的な活動に階層を想定し一
般的な認知活動とその上位に位置する活動を想定することで、認知活動の仕組みの説明がスム
ーズになることが明らかになった。メタ認知は、認知的な活動へ影響を与える間接的な認知活
動と言い換えることができる。一般的な認知活動とは別にメタ認知を設定することになった。
メタ認知という言葉は、Flavell らによって定義された。 
我々は、深い学びついて、認知科学において研究されているこのメタ認知活動に注目した。
深い学びと呼ばれる諸活動の多くは、メタ認知活動をオーバラップすると考える。メタ認知の
一部が深い学びとして呼ばれると捉えて良いと考える。 
三宮らは、メタ認知と呼ばれる活動を、大きくメタ認知的知識とメタ認知的活動の二つに分
類する。前者は、人間の認知特性についての知識、課題についての知識、方略の三つから構成
される知識的な側面に着目した分類である。後者は、メタ認知的モニタリング、メタ認知的コ
ントロールの二つから構成される活動的な面に着目した分類である。メタ認知的モニタリング、
メタ認知的コントロールは、それぞれさらに事前段階、遂行段階、事後段階と活動が区別され
る。また、メタ認知的知識に基づいてメタ認知的活動が行われ、逆に、メタ認知的活動を通じ
てメタ認知的知識が形成、確認されると考えられる。一般的に、メタ認知は、メタ認知的知識、
メタ認知的モニタリング、メタ認知的コントロールの三つとして捉えられることが多い。 
メタ認知の活動の中に自己モニタリングが位置付けられる。我々は、深い学びの中に、この
自己モニタリングを位置付ける。深い学びはいろいろな活動の総体でるが、その中に自己モニ
タリングが存在する。深い学びにおいて、一般に省察とよばれる活動において、自己モニタリ
ングと、それに基づく行動の変容が、省察そのものであると考える。自己モニタリングによっ
て学習者は、学習過程を内在化させる、学習過程を再構成するのである。再構成することで、
図からの学習プロセスを客観化し、プロセスを吟味することができる。吟味の中で、修正点を
理解し、同じような局面において、自らの行動を客観化し、新しい行動に置き換えることを試
みるができるようになる。実際に、行動が変化するかどうかは、同様の局面を何度か繰り返す
必要があるものの、行動が修正される。学習者が自らの行動を理解し、行動変容を促すことが
できるようになる。これは、深い学びが知識伝達とことなりスキルの側面であり、重要な点で
あると考える。 
我々は、以上のような考察に基づき、深い学びとメタ認知の関係を位置付け、研究結果とし
て、学会等において成果を公開した。 
 
（２）アクティブラーニングとしての反転授業の授業モデル 
我々は、アクティブラーニングの一種である反転授業について取り上げる。反転授業とは、
ICT によるオンライン学習と対面授業を組み合わせた授業形態である。大規模なオンライン学
習サービスが容易に手に入るようになったことが背景として挙げられる。誰もが、いつでも、
どこでも学習できるオンライン学習の環境が整えられたことを受け、オンライン学習と対面授
業を組み合わせた授業が模索された。ブレンディットと呼ばれる授業形態の一種である。 
反転授業では、これまで教室でおこなわれた知識伝達を予習として自宅で済ますことになる。
対面の授業では、知識伝達が済んでいることを前提に、復習がおこなわれる。復習として、知
識の定着を目指す反復演習や、知識を深めるためのグループ作業、プレゼンテーション、全体
討議等がおこなわれる。知識の定着を目指す完全習得型と、知識を深め学習の発展を目指す高
次能力型の２種類が存在する。 
反転授業の実施のため、予習のためのオンライン教材を準備する必要がある。また、完全習
得型の対面授業をおこなう場合は演習問題を、高次能力型の対面授業をおこなう場合は学習者
の活動を配置するシナリオを用意する必要がある。 
我々は、反転授業の事例や、設計の方針について各種の情報を、学会等を通じ公開してきた。
また、「発達心理学をアクティブに学ぶ」と「ライト・アクティブラーニングのすすめ」の２つ
の書籍の形としてとりまとめ公開した。 
 
（３）深い学びの評価と評価手法についての検討 
深い学びとしてのメタ認知活動を評価し、評価の方法を示すことは重要である。21 世紀以降
のグローバルな学習観において、新しい学びの形が提案されており、深い学びの効果について
の検討は必要である。また、定量的な形での効果検証を実現することは重要であると言える。
多くの実践に携わる教師にとって、深い学びの効果は自明であると言えるが、明確な形で示さ
れないと社会的な認知を得ることにならない。広く、社会の理解を得ることは大切と言える。 
古典的な学習の評価として、知識を測ることがおこなわれてきた。しかし、深い学びでは、
メタ認知活動が学びの中心であり、活動の内容を調べるしかない。もちろん、従来の手法が意
味ないことではない。メタ認知は一般的な認知活動を支える活動であり、一般的な認知活動へ
影響を及ぼす。古典的な試験により知識を測ることで、間接的にメタ認知を調べることはでき
る。しかし、あくまでも間接的な調査であることに注意し、得られた結果に対し、慎重な考察



が求められる。 
メタ認知の活動を図ることは、活動に基づく幾つかのデータを収集し、それらデータを統合
的に解釈することになる。メタな活動を直接計測することは困難である。ただ、評価の一貫性
や安定性についての問題が指摘される。我々は、反転授業の実践に沿って各種のデータを集め
ることをおこなった。主には、調査項目を設定し、いろいろな項目について調査をおこなった。 
我々の調査から、反転授業からメタ認知の活動が示唆されることが分かった。上述の通り、
メタ認知を直接記述することが困難なことから、示唆されることになる。学習の時間、学習者
の意欲、満足度等の指標から、分かったことである。 
さらに、我々はメタ認知の評価について、メタ認知の指標を導入することにした。メタ認知
の指標について、各種の研究がおこなわれている。成人のメタ認知指標は、Schraw & Dennison
が開発した Metacognitive Awareness Inventory (MAI)が知られている。我々は、立正大学の
阿部らがこの MAI をベースに開発した成人向けのメタ認知指標について検討した。阿部らの指
標を用いて調査をおこなった。阿部らの指標によって、メタ認知を測ったところ、メタ認知の
一定の値を測ることができることは分かった。一方で、我々のデータの分析は、メタ認知活動
の三要素がはっきりと分離し、取り出すことができなかった。そこで、丹羽らが開発している
成人メタ認知尺度を用いことした。丹羽らのメタ認知尺度は、メタ認知の値を測ることができ
ることが分かった。 
我々は、以上のような考察に基づき、深い学びとメタ認知の関係を位置付け、研究結果とし
て、学会等において成果を公開した。 
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